
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名
種
別

受験者数 合格者数

Photoshopクリエイ
ター能力認定試験

③ 25 23

25 人
Illustratorクリエイ
ター能力認定試験

③ 25 22

25 人
Webクリエイター能

力認定検定
③ 25 25

色彩検定 ③ 25 18

64 ％

（令和 4

専門学校
未来ビジネスカレッジ

昭和61年10月30日 田中　正吉
〒390-0841
長野県松本市渚2丁目8番5号

（電話） 0263-26-5500

（別紙様式４）

令和5年6月1日※１
（前回公表年月日：令和4年6月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人未来学舎 昭和61年10月30日
理事長

青山　織人

〒390-0841
長野県松本市渚2丁目8番5号

（電話）

工業 工業専門課程 クリエイトデザイン学科
平成２１年文部科学省

告示第２２号
-

学科の目的
本学科では、様々な分野のデザイナー・クリエイターを目指すために必要な、知識及び技能を身に付ける。DTP、タイポグラフィー、広告制作、パッケージ
デザイン、イラストレーション、映像編集、WEBサイト制作等の多岐に渡る学習を通じて、色彩感覚や造形センスを養い、デザインツールの利用技術向上
と実務に役立つデザインスキルの定着を目指す。

0263-26-5500
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成28年2月19日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

６０人 43 0 2人 2人 4人

－ －
単位

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
62 35 8 47

■個別相談・指導等の対応 ■課外活動の種類
学校祭、スポーツ大会(年1回)
運動会(年1回)、学科研修旅行

■長期欠席者への指導等の対応
①担任教員の個別面談、学生への電話、メール
②担任教員の家庭連絡、父母等面談
③学校長・副校長・学部長面談
④個別カウンセリング(外部連携) ■サークル活動： 有

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
出席数（１単位につき９０分授業１５回以上の出席）、授業態
度、期末試験・期末課題等により、秀、優、良、可、不可の5
段階評価

卒業・進級
条件

■進級条件：　なし（単位制）
■卒業条件：　６２単位以上取得

長期休み

■学年始：４月１日～４月９日
■夏　 季：７月２８日～８月２７日
■冬　 季：１２月２２日～１月７日
■学年末：２月２０日～３月３１日

■就職希望者数　　                   　　：

■卒業者数　　　　                   　　　：

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

令和4年6月1日 時点の情報）

■その他

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
印刷、デザイナー、Webデザイナー、一般事務、製造など （令和4年度卒業者に関する令和4年6月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
JAGDA学生グランプリ　入選　1名
日本パッケージデザイン学生賞2023　銅賞1名、審査員賞1
名年度卒業者に関する

人

64

■課外活動の種類

％■卒業者に占める就職者の割合     ：

16■就職者数　　　　　                   　　：

■就職率　　　　　　　　                  　：

就職等の
状況※２

■就職指導内容
就職適性診断、職業レディネステスト、個別面談等をふまえた
キャリアプランニング指導、就職試験（一般常識、面接）指導、
模擬面接、就職ラリーの実施、企業情報提供、企業人・卒業
生の講演など。

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）



0 名 0 ％

URL　：　http://www.mirai.ac.jp/mit

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
■中退防止のための取組
　①担任教員の個別面談、学生への電話、メール
　②担任教員の家庭連絡、父母等面談
　③学校長・副校長・学部長面談
　④個別カウンセリング(外部連携)
　⑤各種心理検査の活用

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金制度：　　　　　有
　特待生制度（学業優秀者への奨学金給付制度　入学時及び2年進学時）
　資格・検定支援金制度
　家族入学優遇制度
　学費分納制度

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

令和4年4月1日時点において、在学者43名（令和3年4月1日卒業者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者43名（令和4年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由



種別

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

栗田　梓
学校法人未来学舎専門学校未来ビジネスカ
レッジ　学科長

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

令和5年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

溝口諒 長野県デザイン振興協会　委員

令和4年10月1日〜令和4年9
月30日（2年）

清水恵美
学校法人未来学舎専門学校未来ビジネスカ
レッジ　講師

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（9月、2月）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育
課程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針

デザイン業界、ＣＧ・映像・クリエイティブ業界の求める専門知識・技術と即戦力を持ち、また現場が期待する総合的な人
材像を職業人教育・人間力育成の柱として、学校と業界とが連携して教育を行う「産学協同教育」を教育の基本としてい
る。また、人材育成のための授業方法や最適な科目構成を検討し改善するために、教育課程編成委員会を設置の他、
様々な業界人の講演会を開催して、ヒアリング等これを活用して業界企業等からの要請や最新動向などを学科の教育
活動に十分に取り入れることを基本方針とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　学科は、委員会において学期および年度における「教育課程の成果・反省点・問題点」などについて報告を行う。これ
を受けて、委員会は「教育課程編成の再検討、授業内容の改善」などを提言・助言する。委員会からの提言や助言を受
けて、教務部は検討を行い、必要に応じて当該学科の「次学期・次年度の教育課程、授業内容の見直し」などを行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

高山　由利子 株式会社第一印刷　サポート室
令和4年10月1日〜令和4年9
月30日（2年）

（開催日時（実績））
第16回　令和4年10月6日　15:30〜16:30
第17回　令和5年2月28日　15:30〜16:30

第17回において　令和4年度卒業生について就職率が60%台となり、原因や今後の授業内での対応を検討することとなっ
た。まず活動時期として、年々早期の対応が必要となっており、1学年の間に制作した作品を就活として持参することに
なるが、その作品のクオリティをあげるための制作時間や能力アップの時間が圧倒的に足りないのではないかという結
論に至った。



プロジェクト演習2 2023年春はちみつラベルデザイン制作 株式会社井上（松本市）

修了制作1 2023年寅年年賀状見本制作 株式会社第一印刷（安曇野市）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本学科において、より実践的かつ専門的な高度職業教育を行うために学校と企業・業界団体等が講師契約を締結し、そ
の連携のもと、企業が求めるレベルを実現する技術を学び、現場の社員の声を聞き、現場で適切に対応できる実践教育
の機会を提供する。さらにデザイナー又はクリエイター職としての職業観・勤労観を育み、知識と技術の向上を図ること
を企業等との連携に関する基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

企業が毎年発行する年賀状見本のデザイン案の一部を学生に任せていただき、企業様の選考によって選ばれた作品
が見本帳に掲載されるという案件と、同じく毎年自社の屋上で採取されるはちみつの販売用ラベルデザインを考案し、企
業様へ納品している。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

本学科において、より実践的かつ専門的な高度職業教育を行うために学校と企業・業界団体等が講師契約を締結し、そ
の連携のもと、企業が求めるレベルを実現する技術を学び、現場の社員の声を聞き、現場で適切に対応できる実践教育
の機会を提供する。さらにデザイナー又はクリエイター職としての職業観・勤労観を育み、知識と技術の向上を図ること
を企業等との連携に関する基本方針とする。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「徳川美術館および名古屋市街研修」　会場：名古屋
期間：令和5年9月中旬　対象：清水、栗田、関
内容：名古屋市はユネスコのクリエイティブ・デザインシティに認定されており、デザインで、豊かな創造性あふれる魅力
的な都市づくりを見学します。

研修名「SNSの危険性とその留意点」　　　（主催：セーフティネット総合研究所）
期日：令和5年4月7日(金)
内容：前年度に引き続きSNSの危険性とその留意点についての最新情報等を学生に指導するために受講する。

研修名「ミライ・ドルチェ・メルカート」会場：井上百貨店 (松本店）
期間：令和4年8月27日：28日（土・日）　　　　　　対象：清水、栗田
内容：本校パティシエブーランジェ学科とコラボレーションし、学生主体のチーム実習販売を通し、コミュニケーションの重
要性やブランディングでの販売成果の違いなどを学んだ。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「リスニング研修：対話は理解からはじまる」　　長野県専修学校各種学校連合会
期間：令和5年3月25日（土）　　　　　対象：栗田
内容：職場でのコミュニケーションに非常に大切な事が「相手の考えを知る事」です。生徒の考えを知り、それに明確な回
答を行うための研修内容です。

研修名「SNSの危険性とその留意点」　　　（主催：セーフティネット総合研究所）
期日：令和4年4月8日(金)
内容：ソーシャルネットワーキングサービス(SNS)が普及し、コミュニケーションツールとして汎用する中で、安易な書込み
がトラブルに発展したり、知り合い同士の空間であるという安心感を利用して詐欺やウイルスの配布を行う事例がある。
SNSの危険性とその留意点についての情報を学生に指導するために受講した。

研修名「ハラスメント研修」　　　（講師：弁護士　出井博文氏）
期日：令和5年3月22日(水)
内容：各種ハラスメントを理解し、また、県内外の事例を知ることで、学生指導や保護者対応の参考とし、学生が安心し
て学校生活を送れるように、また、職場の人間関係も円滑となるよう受講した。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「デザインフェスタvol.55」（主催：デザインフェスタ株式会社）
期間：令和4年11月予定　対象：栗田、清水
内容：日本に限らず世界のデザイナーやアーティスト作品に触れる貴重な機械であり、また現役芸大生のパフォーマン
スや出品作品も見学できるため、今後の学生の制作活動のアドバイスに活かす。



種別
学識経験
者
学識経験
者
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

卒業生

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

　学校関係者評価については、文部科学省策定の「専修学校における学校評価ガイドライン」をもとに、自己点検評価表
を策定し、その自己点検評価表の適性度を学校関係者評価委員会により点検・評価する。当該委員会の議論および意
見をもとに作成した「学校関係者評価報告書」を学校長が再点検の上、次年度の学校運営に反映させる方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 学修成果
（５）学生支援 学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念目標
（２）学校運営 学校運営

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集
（８）財務 財務

※（１０）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
・各種規定整備とコンプライアンス等のマニュアル整備の必要性についてご指摘をいただいており、今年度についても各
種の規定整備とコンプライアンス等のマニュアル整備を進めていく。
・科目アンケートについては年４回とし、各期の中間で科目担当者にフィードバックすることで期の後半より授業内容等に
関する修正が可能となり授業の質向上に努めることができている。
・学修成果としての資格の取得率の向上や、各学科の成果を学校が積極的に発信していくことの重要性について毎年ご
指摘をいただいており、本年度も引き続き学校全体で取り組み、一定の成果と社会からの評価をいただくことができた。
・SNS等の有効活用についてのご意見を頂いており、情報発信については今後も検討し効果的に活用していきたい。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

矢内　和博
令和4年10月1日～令和6年9
月30日（２年）

片瀬　拓弥 清泉女学院短期大学　教授
令和4年10月1日～令和6年9
月30日（２年）

松本大学

山田　佳代子 ポアレスチュール　代表
令和4年10月1日～令和6年9
月30日（２年）

溝口　諒 でざいんと　代表
令和4年10月1日～令和6年9
月30日（２年）

西村　明美

林　兵司

加藤　博史

株式会社たちばな

パン工房　ブール

医療法人社団敬仁会 桔梗ヶ原病院
放射線部 技師長

令和4年10月1日～令和6年9
月30日（２年）

令和4年10月1日～令和6年9
月30日（２年）

令和4年10月1日～令和6年9
月30日（２年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（                         ）　　　）
URL: http://www.mirai.ac.jp/mit/
公表時期：令和5年6月1日

北村　理恵子 Dog Life Lien　事業主
令和4年10月1日～令和6年9
月30日（２年）

田中　優子 卒業生同窓会　会長
令和4年10月1日～令和6年9
月30日（２年）



５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状
況に関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育 各学科等の教育
（３）教職員 教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育・実践的職業教育
（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目に基づき、学校の概要、目標及び計画、各学科
等の教育、教職員、キャリア教育・実践的職業教育、様々な教育活動・教育環境、学生の生活支援、学生納付金・修学
支援、学校の財務、学校評価について、公益法人として関連団体・業界・学生就職先のほか、広く万人に発信する。ただ
し、国際連携については、今後実施後に公表する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標及び計画

URL: http://www.mirai.ac.jp/mit/

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 学校評価
（１０）国際連携の状況 なし

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（                         ）　　　）

（６）学生の生活支援 学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金・修学支援

※（１０）については任意記載。
（３）情報提供方法
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◯
情 報 リ テ ラ
シー1

インターネット活用、ワープロ、表計算、
プレゼンテーション技法など、企業で多く
活用されているOffice系ソフトの基本操作
を習得し、検定取得を目標とする。

１
・
前

30 1 ○ ○ ○

◯
情 報 リ テ ラ
シー2

インターネット活用、ワープロ、表計算、
プレゼンテーション技法など、企業で多く
活用されているOffice系ソフトの基本操作
を習得し、検定取得を目標とする。

１
・
後

30 1 ○ ○ ○

◯
情 報 リ テ ラ
シー3

インターネット活用、ワープロ、表計算、
プレゼンテーション技法など、企業で多く
活用されているOffice系ソフトの基本操作
を習得し、検定取得を目標とする。

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

◯
キャリアプラ
ンニング1

キャリア教育の一環として、ライフデザイ
ンの考え方、他者とのコミュニケーション
の取り方、履歴書作成、企業情報の取得方
法、面接指導などを実施する。

１
・
２
通

30 1 ○ ○ ○

◯
キャリアプラ
ンニング2

キャリア教育の一環として、ライフデザイ
ンの考え方、他者とのコミュニケーション
の取り方、履歴書作成、企業情報の取得方
法、面接指導などを実施する。

１
・
２
通

30 1 ○ ○ ○

◯
キャリアプラ
ンニング3

キャリア教育の一環として、ライフデザイ
ンの考え方、他者とのコミュニケーション
の取り方、履歴書作成、企業情報の取得方
法、面接指導などを実施する。

１
・
２
通

30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程クリエイトデザイン学科）令和5年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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業
等
と
の
連
携

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員



◯ 実務教養1

就職試験対策や企業に入る前に必要な一般
教養を修得する。【サービス接遇マナー、
経済学、経営学、心理学、販売学、時事問
題、就職用SPI対策、漢字検定対策、数学検
定対策など】

１
・
２
通

30 1 ○ ○ ○

◯ 実務教養2

就職試験対策や企業に入る前に必要な一般
教養を修得する。【サービス接遇マナー、
経済学、経営学、心理学、販売学、時事問
題、就職用SPI対策、漢字検定対策、数学検
定対策など】

１
・
２
通

30 1 ○ ○ ○

◯ 実務教養3

就職試験対策や企業に入る前に必要な一般
教養を修得する。【サービス接遇マナー、
経済学、経営学、心理学、販売学、時事問
題、就職用SPI対策、漢字検定対策、数学検
定対策など】

１
・
２
通

30 1 ○ ○ ○

◯ 総合演習1

リメディアル教育【読み・書き・計算】及
び生きる力【生活指導・道徳指導・内外ボ
ランティア】など、専門知識・技能の修得
の土台となる学習態度・基礎的知識を向上
させる。

１
・
２
通

30 1 ○ ○ ○

◯ 総合演習2

リメディアル教育【読み・書き・計算】及
び生きる力【生活指導・道徳指導・内外ボ
ランティア】など、専門知識・技能の修得
の土台となる学習態度・基礎的知識を向上
させる。

１
・
２
通

30 1 ○ ○ ○

◯ ITリテラシー

パソコンOS（MacOS）の基本操作、Boot
Camp、パソコン基礎知識、コンピュータの
歴史と仕組み、パソコン周辺装置（入出力
装置）の種類と特徴について習得する。

１
前

30 1 ○ △ ○ ○

◯
ネットワーク
リテラシー

コンピュータネットワークの基礎知識を習
得する。インターネットの基礎、ネット
ワークの設定と仕組み、メールの仕組み
(POP 、 SMTP 、 MIME) 、 HTML 、 CSS 、
JavaScript、Ajax等理解を深める。

１
前

60 2 ○ △ ○ ○

◯ デッサン1

ものづくりの基礎的な能力である「ディ
ティールにこだわる」ことを身につけるた
め、1年間通して静物や人物のかき分け、ま
た様々な表現手法を学ぶ

１
前

30 1 △ ○ ○

◯ デッサン2

ものづくりの基礎的な能力である「ディ
ティールにこだわる」ことを身につけるた
め、1年間通して静物や人物のかき分け、ま
た様々な表現手法を学ぶ

1
後

30 1 △ ○ ○

◯
色彩＆ラッピ
ング1

色彩検定２・３級の合格を目指す。色彩学
の基礎を学び、合わせて作品展示に必要な
ディスプレイや製品のラッピングについて
技術を学ぶ

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

◯
色彩＆ラッピ
ング2

色彩検定２・３級の合格を目指す。色彩学
の基礎を学び、合わせて作品展示に必要な
ディスプレイや製品のラッピングについて
技術を学ぶ

1
後

30 1 ○ △ ○ ○



○
デザインツー
ル

あらゆるデザイン制作の道具であるAdobe
IllustratorとAdobe Photoshopの基礎から
応用まで、幅広く技術を習得する。実務レ
ベルの課題をこなし、自由自在に使いこな
せる力を身に付ける。

１
通

120 4 ○ ○ ○

○ 修了制作1

１年次に習得した基礎知識・技術を生か
し、アートワークや広告制作、ポスター制
作等を、産学連携授業として取り組む。実
践を通じて、実務レベルでのスキルを習得
する。

１
後

30 1 ○ ○ ○ ○

○ 修了制作2

1年次に習得した基礎知識・技術を生かし、
アートワークや広告制作、ポスター制作や
動画・ゲーム制作に取り組む。1年間の総ま
とめとして、制作スキルの向上を図る。

１
後

30 1 ○ ○ ○

○
プロジェクト
演習1

制作実習。フリーペーパーの制作や外部か
ら依頼のあった案件などを取り組み、分野
にかかわらず、チラシ制作、Web制作、コン
ペ参加など幅広いクリエイティブ活動に取
り組む。

２
前

90 3 ○ ○ ○

○
プロジェクト
演習2

企業連携授業の実施。外部のクライアント
や製品制作担当者とのコミュニケーショ
ン、グループワークを通し現場で必要なス
キルを総合的に実践・習得しスキル向上を
図る。

２
後

60 2 ○ ○ ○ ○

○
アート・デザ
イン概論

デザイン基礎の理解と習得。デザイン史、
視覚伝達デザイン、デザイン学、錯覚、書
体基礎を学び、ピクトグラム制作、平面構
成制作、創作フォント制作を通じて基本技
術を習得する。

１
前

60 2 ○ △ ○ ○

○
イラストレー
ション1

基本的な線画イラストの技術向上を図る。
静物画を始め、抽象的なイメージイラスト
の制作を通し、表現の幅を広げる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○
WEBサイトデ
ザイン１

Webサイト制作の基礎であるHTML、CSSを駆
使して、レイアウトデザインの基本構成と
Webデザインの技法を習得する。

1
後

60 2 ○ △ ○ ○

○
WEBサイトデ
ザイン２

JavaScriptなどのインタラクティブなデザ
インはもとより、PHPやWordPressなどサー
バーサイドの技術も習得する。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
撮影編集技法
1

一眼レフカメラの撮影方法および動画撮
影。さらに画像補正および動画編集を学ぶ

１
前

30 1 ○ ○ ○ ○



○
撮影編集技法
2

一眼レフカメラの撮影方法および動画撮
影。さらに画像補正および動画編集を学ぶ

１
前

30 1 ○ ○ ○ ○

○ クラフト実習 各種機材を使用したクラフト造形を学ぶ。
１
後

60 2 ○ ○ ○ ○

○
広告表現/カ
ラーイラスト
演習

印刷・出版・広告業界で仕事をしていく上
で必要となる知識を、実習。コミックイラ
スト演習では１枚のイラストで物語が理解
できるような躍動感のある構成を考えなが
ら技術を磨く

１
後

60 2 △ ○ ○ ○

○

コミックイラ
スト演習／メ
ディアデザイ
ン

印刷・出版・広告業界で仕事をしていく上
で必要となる知識を、実習。コミックイラ
スト演習では１枚のイラストで物語が理解
できるような躍動感のある構成を考えなが
ら技術を磨く

2
前

90 3 △ ○ ○ ○

○
DTPデザイン
演習

ＤＴＰとエディトリアルデザインについ
て、演習を通じて実務レベルに繋がる基礎
を習得する。

１
後

60 2 △ ○ ○ ○

○
DTP・タイポ
グラフィー

文字の成り立ちについて学び、正しい文字
選びについて技術をみにつける

１
後

30 1 △ ○ ○ ○

○
ブランディン
グ

顧客にとっての企業価値を高める手法を、
各種テーマに沿ったクリエイティブ作品、
デザイン制作を通じて学ぶ。

２
前

90 3 △ ○ ○ ○

○ 造形実習1
木材加工やステンドグラス制作、樹脂造形
などを通し、モノづくりの基礎を学ぶ

２
前

30 1 ○ ○ ○



○ 造形実習2
木材加工やステンドグラス制作、樹脂造形
などを通し、モノづくりの基礎を学ぶ

２
前

30 1 ○ ○ ○

○ 業務演習1

各自の就職先に応じた特に必要とされる知
識・技術・検定取得・資格取得を目指す。
学生の希望や能力に応じた効果的な学習を
行う。

２
後

60 2 △ ○ ○ ○

○ 業務演習2

各自の就職先に応じた特に必要とされる知
識・技術・検定取得・資格取得を目指す。
学生の希望や能力に応じた効果的な学習を
行う。

２
後

60 2 △ ○ ○ ○

○
卒業制作／総
合実習

各自がテーマ設定し、技術の向上を目標
に、2年間で学んだ知識や技術を集大成した
自主的な制作を行う。総合的な技術（グラ
フィックデザインやコンテンツ制作に関す
る全般技術等）や知識を企業等で実践して
行い、専門知識・技能の修得の基礎的知識

２
後

240 8 ○ ○ ○

○ 表現技法
アナログ表現に特化した科目。デジタルで
は表現できない分野を各自研究し、作品制
作に取り組む。

2
後

60 2 △ ○ ○ ○

○ デザイン演習
これまでに学習したことを総ざらいし、就
職活動または卒業後の仕事につながるよう
な、具体的な制作物の制作に取り組む

2
後

30 1 ○ ○ ◯

○ 動画編集技法
AfterEffectsに特化したビデオ制作に取り
組む。

2
後

60 2 ◯ ○ ◯

○ POP技法 手書きのPOPチラシを制作する
2
後

60 2 △ ○ ○ ○

　　38　科目合計 1860 単位時間(     62単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件：62単位以上の単位取得
履修方法：【必修科目】18単位,【選択必修科目】34単位
単位制履修に関する留意事項
①30単位時間を1単位とする。1年間に取得できる単位は最大45単位までとする。
②単位数が2以上の科目は、30単位時間の倍数で任意に分割して履修させることが
ある。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 17週

（留意事項）


